
SNAC

 深川江戸資料館
 （旧深川区役所）

mamma cafe 151A

EARTH＋ cafe&bar 江東区役所

江東区文化センター

東陽町駅

清澄白河駅

清澄白河駅 A3出口を左に
（清澄通りを南下）
深川資料館通り商店街を左に入る
交差点を1つ越えた右手

東陽町駅1番出口を右に
（四ツ目通りを北上）
江東区役所の手前を右に折れる
まっすぐ進んで、左手

sunday zoo

N
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清澄白河を出発
2015.3.20―22

クラウデッド

クラウデッド  散歩型
2015.3.20（金）21（土）22（日）
出発地点：SNAC
江東区三好2-12-6-1F
清澄白河駅 徒歩3分

14:00～16:00までに出発地点にお越しください。受付後、散歩
しながら複数の会場でのパフォーマンスを体験していただきます。

パフォーマンスの合計時間は1時間30分程度、移動に要する時間
は 1 時間程度、終演は 18:30 頃を予定しています。途中のカフェ
にてドリンクを楽しめるチケットをご用意いたします。時間に余裕

を持ってお越しください。

「ザ・ワールド」への寄付のお願い
パフォーマンスプロジェクト「ザ・ワールド」では、公演開催にかかる費用に
対して多くの方のお力添えを必要としています。公益社団法人企業メセナ協議
会を通じて寄付をおこなっていただくと、税制の優遇を受けることが可能です。
寄付は個人・法人問わず 1000円から。寄付方法および優遇内容については、
企業メセナ協議会のWebサイトをご覧ください。
http://www.mecenat.or.jp/support/donation.html

ヘヴィメタル  劇場型
2015.3.25（水）26（木）19:00開演
開場は開演の 30分前　終演は 20:30頃を予定

会場：江東区文化センターホール
江東区東陽4-11-3
東陽町駅 徒歩5分

■料金
パスポート：4,000円
※クラウデッド、ヘヴィメタルの両公演ご覧いただけます
※前売のみ

 一般：3,000円
U29（29歳以下）　江東区民　ティアラ友の会：2,500円
※クラウデッド、ヘヴィメタル片方の公演のみ
※当日は各500円増し
  

■チケット取扱い
大橋可也&ダンサーズ Webサイト
http://dancehardcore.com
  江東区文化センター  03-3644-8111　
http://www.kcf.or.jp（ PC・携帯）
 
※パスポート、クラウデッド単体のチケットは
　大橋可也 &ダンサーズのみの取り扱いとなります。
※ティアラ友の会はヘヴィメタル単体のみ、
　江東区文化センターのみの取り扱いとなります。

 

■問い合わせ
大橋可也&ダンサーズ　03-6905-9264
office@dancehardcore.com
http://dancehardcore.com

特設サイト、Facebook、Twitterで情報発信中！
the-world-dance. tumblr.com
facebook.com/kakuyaohashianddancers
Twitter  @DancersOffice

振付・構成・演出：大橋可也
ドラマトゥルク：長島確

リサーチャー：加藤雄大  小林あずさ  坂上翔子  涌井智仁
ドラマトゥルク補：メル
音楽：涌井智仁　鼓次郎
映像：吉開菜央
衣装：ROCCA WORKS
照明：筆谷亮也
音響：牛川紀政
舞台監督：原口佳子（モリブデン）　小野哲史
写真：GO
ドキュメントデザイン：石塚俊
フライヤーデザイン：agasuke
制作：坂上翔子　小林あずさ
制作協力：麻生琴　平岡あみ　柴田温比古　及位友美（voids）
撮影協力：そら庵

出演：皆木正純　阿部遥　益田仲子　安達みさと　
阿部秀宣　𠮷澤慎吾　平多理恵子　白井剛

出演：皆木正純　阿部遥　山本晴歌　益田仲子　
秋本ふせん　伊藤雅子　後藤海春　横山八枝子　
小松杏里　崎本実弥　安藤暁子　有泉汐織　
伊藤陽太郎　梅内はるか　古茂田梨乃　塩田将也

主催：一般社団法人大橋可也 &ダンサーズ
共催：公益財団法人江東区文化コミュニティ財団  江東区文化センター
助成：芸術文化振興基金
　　　アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
認定：公益社団法人企業メセナ協議会
協力：公益財団法人セゾン文化財団

雲の影を追いかけまちを横断する「クラウデッド」
爆音と静謐がせめぎ合う「ヘヴィメタル」
テーマは《土地の記憶を吸う吸血鬼》

ザ・ワールド  カフェコラボ

SNAC

 深川江戸資料館
 （旧深川区役所）

mamma cafe 151A

EARTH＋ cafe&bar 江東区役所

江東区文化センター

東陽町駅

清澄白河駅

清澄白河駅 A3出口を左に
（清澄通りを南下）
深川資料館通り商店街を左に入る
交差点を1つ越えた右手

東陽町駅1番出口を右に
（四ツ目通りを北上）
江東区役所の手前を右に折れる
まっすぐ進んで、左手

sunday zoo

N

2015.3.25―26
東陽町にて

ヘヴィメタル

土
地
の
記
憶
を

吸
う
吸
血
鬼

大
橋
可
也
＆
ダ
ン
サ
ー
ズ

「
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
解
説

清澄白河を出発
2015.3.20―22

クラウデッド

クラウデッド  散歩型
2015.3.20（金）21（土）22（日）
出発地点：SNAC
江東区三好2-12-6-1F
清澄白河駅 徒歩3分

14:00～16:00までに出発地点にお越しください。受付後、散歩
しながら複数の会場でのパフォーマンスを体験していただきます。

パフォーマンスの合計時間は1時間30分程度、移動に要する時間
は 1 時間程度、終演は 18:30 頃を予定しています。途中のカフェ
にてドリンクを楽しめるチケットをご用意いたします。時間に余裕

を持ってお越しください。

「ザ・ワールド」への寄付のお願い
パフォーマンスプロジェクト「ザ・ワールド」では、公演開催にかかる費用に
対して多くの方のお力添えを必要としています。公益社団法人企業メセナ協議
会を通じて寄付をおこなっていただくと、税制の優遇を受けることが可能です。
寄付は個人・法人問わず 1000円から。寄付方法および優遇内容については、
企業メセナ協議会のWebサイトをご覧ください。
http://www.mecenat.or.jp/support/donation.html//www.mecenat.or.jp/support/donation.html/

ヘヴィメタル 劇場型
2015.3.25（水）26（木）19:00開演
開場は開演の 30分前　終演は 20:30頃を予定

会場：江東区文化センターホール
江東区東陽4-11-3
東陽町駅 徒歩5分

■料金
パスポート：4,000円
※クラウデッド、ヘヴィメタルの両公演ご覧いただけます
※前売のみ

一般：3,000円
U29（29歳以下） 江東区民 ティアラ友の会：2,500円
※クラウデッド、ヘヴィメタル片方の公演のみ
※当日は各500円増し
  

■チケット取扱い
大橋可也&ダンサーズ Webサイト
http:///// dancehardcore.com
  江  江  東区文化センター 03-3644-8111　
http:///// wwwwwwww .kcf.or.jp（ PC・携帯）

※パスポート、クラウデッド単体のチケットは
　大橋可也 &ダンサーズのみの取り扱いとなります。
※ティアラ友の会はヘヴィメタル単体のみ、
　江東区文化センターのみの取り扱いとなります。

■問い合わせ
大橋可也&ダンサーズ　03-6905-9264
office@dancehardcore.com
http:///// dancehardcore.com

特設サイト、Facebook、Twitterで情報発信中！
the-world-dance. tumblr.com
facebook.com/kakuyaohashianddancers
Twitter @DancersOffice

振付・構成・演出：大橋可也
ドラマトゥルク：長島確

リサーチャー：加藤雄大 小林あずさ 坂上翔子 涌井智仁
ドラマトゥルク補：メル
音楽：涌井智仁　鼓次郎
映像：吉開菜央
衣装：ROCCA WORKS
照明：筆谷亮也
音響：牛川紀政
舞台監督：原口佳子（モリブデン）　小野哲史
写真：GO
ドキュメントデザイン：石塚俊
フライヤーデザイン：agasuke
制作：坂上翔子　小林あずさ
制作協力：麻生琴　平岡あみ　柴田温比古　及位友美（voids）
撮影協力：そら庵

出演：皆木正純　阿部遥　益田仲子　安達みさと　
阿部秀宣　𠮷澤慎吾　平多理恵子　白井剛

出演：皆木正純　阿部遥　山本晴歌　益田仲子　
秋本ふせん　伊藤雅子　後藤海春　横山八枝子　
小松杏里　崎本実弥　安藤暁子　有泉汐織　
伊藤陽太郎　梅内はるか　古茂田梨乃　塩田将也

主催：一般社団法人大橋可也 &ダンサーズ
共催：公益財団法人江東区文化コミュニティ財団  江東区文化センター
助成：芸術文化振興基金
　　　アーツカウンシル東京（公益財団法人東京都歴史文化財団）
認定：公益社団法人企業メセナ協議会
協力：公益財団法人セゾン文化財団

雲の影を追いかけまちを横断する「クラウデッド」
爆音と静謐がせめぎ合う「ヘヴィメタル」
テーマは《土地の記憶を吸う吸血鬼》

ザ・ワールド  カフェコラボ



・
・

・
・
・
・
・

昔
こ
の
あ
た
り
、
材
木
屋
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
素
木
用
の
池
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
こ
の
辺
の
人
は
当
然
知
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
そ
の
池
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
か
ら
、
こ
ん
な
公
園
に
な
っ
た
。
全
部

新
木
場
に
移
動
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。
そ
れ

で
、
逆
に
人
が
住
む
場
所
も
増
え
た
か
ら
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
増
え
ち
ゃ
っ

て
、
人
が
い
っ
ぱ
い
。
山
の
手
の
方
か
ら

引
っ
越
し
て
き
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
族
の
ひ

と
た
ち
と
か
。
か
な
り
多
い
で
す
よ
。
物

価
が
安
い
か
ら
。
東
京
都
内
で
は
、
江
戸

川
と
荒
川
に
次
い
で
、
安
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
。〈
Ｂ
さ
ん
〉

会
社
が
や
め
ち
ゃ
っ
た
り
さ
、
立
ち
退
い

た
ん
で
こ
う
や
っ
て
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン

シ
ョ
ン
が
出
来
た
り
。
い
ま
も
向
こ
う
に

作
っ
て
ま
す
よ
ね
、
信
号
の
右
っ
か
わ
に
。

だ
か
ら
だ
い
ぶ
変
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
よ

ね
。
住
ま
い
っ
て
い
う
か
、
要
す
る
に
ワ

ン
ル
ー
ム
だ
か
ら
、
出
て
く
人
も
あ
っ
た

り
ね
、
入
っ
た
り
、
全
然
地
域
に
知
ら
な

い
人
、
要
す
る
に
ひ
と
り
で
住
ん
で
る
と

か
ね
、
単
身
赴
任
な
ん
か
も
ね
。
昔
み
た

く
下
町
ら
し
さ
は
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
ぱ
り

な
く
な
っ
て
ま
す
。〈
Ｍ
さ
ん
〉

で
も
こ
こ
い
ら
は
住
み
や
す
く
て
い
い
で

す
ね
。
う
ん
、
便
利
、
便
利
。
ど
こ
行
く

に
も
便
利
だ
し
、
バ
ス
も
通
っ
て
る
し
。

で
、
夜
に
な
る
と
ね
、
う
ち
な
ん
か
は
１

本
こ
っ
ち
来
ち
ゃ
う
か
ら
意
外
と
静
か
な

の
よ
。
人
通
り
が
も
う
あ
ん
ま
り
。
そ
れ

で
も
う
商
店
街
が
な
い
か
ら
、
い
ま
コ
ン

名
だ
。
そ
れ
以
前
、
広
く
文
学
や
芸
術
に
現
れ

て
く
る
の
は
18
世
紀
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
吸
血
鬼
の
伝
説
は
、
東
欧
や
バ
ル

カ
ン
諸
国
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。
吸
血
鬼
を
表

す
言
葉
〝
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア vam

pire 

〞
は
ス
ラ

ヴ
語
源
と
さ
れ
、
18
世
紀
に
な
っ
て
英
語
に
入
っ

て
き
た
。
も
と
も
と
民
間
伝
承
の
な
か
で
は
甦

る
死
体
、
屍
鬼
、
不
死
者
で
あ
る
。
古
来
か
ら

の
信
仰
の
な
か
で
、
死
体
（
の
再
生
）
を
恐
れ
、

そ
の
一
方
、
生
命
の
象
徴
と
し
て
血
を
尊
ぶ
考

え
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
か
た
や
、
い
ま
知
ら
れ
て
い
る
吸
血
鬼
の
特

徴
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
昼
は
眠
り
、
夜
に
活

動
す
る
。
鏡
に
映
ら
な
い
。
霧
や
蒸
気
に
姿
を

変
え
る
。
血
を
吸
わ
れ
た
者
も
ま
た
吸
血
鬼
に

な
る
。
太
陽
、
十
字
架
、
ニ
ン
ニ
ク
に
弱
く
、

退
治
す
る
に
は
胸
に
杭
を
打
ち
込
ま
ね
ば
な
ら

な
い…

…

。
こ
う
し
た
特
徴
の
ほ
と
ん
ど
は
、

文
学
や
映
画
を
通
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
民
話
の
な
か
の
吸
血
鬼
は
必
ず
し
も
女
性

ば
か
り
を
狙
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
昼
間
も
平

然
と
歩
き
ま
わ
る
の
だ
。

　

20
世
紀
に
入
る
と
、
映
画
産
業
の
発
展
と
も

相
ま
っ
て
吸
血
鬼
は
人
気
の
怪
物
と
な
っ
た
が
、

も
う
一
度
重
要
な
転
機
が
訪
れ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
ホ
ラ
ー
作
家
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ
の
小

説
『
呪
わ
れ
た
町
』（
１
９
７
５
年
）
で
あ
る
。

キ
ン
グ
は
こ
の
小
説
で
、
吸
血
鬼
の
さ
ま
ざ
ま

な
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
吸
血
鬼
が
ア
メ
リ

カ
の
片
田
舎
の
町
へ
移
り
住
ん
で
く
る
物
語
を

生
み
出
し
た
。

　
思
い
返
せ
ば
ス
ト
ー
カ
ー
の
小
説
で
も
、
ド

ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
住
を
計
画

し
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
屋
敷
を
買
う
手
続
の

た
め
に
弁
理
士
を
呼
ん
だ
の
だ
。
キ
ン
グ
は
こ

れ
を
裏
返
し
、
吸
血
鬼
（
も
は
や
ド
ラ
キ
ュ
ラ

伯
爵
で
は
な
い
）
が
移
り
住
ん
で
く
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
側
か
ら
、
群
像
劇
と
し
て
物
語
を
描

い
て
い
っ
た
。
こ
の
視
点
の
転
換
は
重
要
で
あ
る
。

吸
血
鬼
を
退
治
に
行
く
の
で
は
な
い
。
彼
ら
が

や
っ
て
く
る
の
だ
。

　
ド
ラ
キ
ュ
ラ
ば
か
り
が
吸
血
鬼
で
は
な
い
。

20
世
紀
の
後
半
に
は
、
む
し
ろ
種
族
と
し
て
の

吸
血
鬼
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
映
画
や
小
説
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
こ
に
あ

る
の
は
、
異
種
族
へ
の
恐
れ
と
興
味
、
永
遠
の

若
さ
や
不
死
・
不
滅
へ
の
あ
こ
が
れ
と
苦
し
み

だ
ろ
う
。
日
本
で
も
萩
尾
望
都
の
漫
画
『
ポ
ー

の
一
族
』
が
有
名
な
吸
血
鬼
物
で
あ
る
し
、
最

近
で
は
小
野
不
由
美
の
長
編
小
説
『
屍
鬼
』
が

人
気
を
博
し
た
。『
屍
鬼
』
は
キ
ン
グ
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
現
代
日
本
に
移
し
か
え
た
も
の
で
、

あ
る
村
へ
ひ
そ
か
に
移
住
し
て
く
る
吸
血
鬼
た

ち
の
物
語
で
あ
る
。

吸 血 鬼

の 歴 史

土
地
の
記
憶
を
吸
う

吸
血
鬼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト―

―

「
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」

地
元

の
声

「ザ・ワールド」がモチーフにしている吸血鬼。

予備知識としてその歴史をふりかえってみましょう。

移
住
の
参
考
に 

話
を
き
い
て 

み
ま
し
た
。

　
大
橋
可
也
＆
ダ
ン
サ
ー
ズ
は
、
２
０
１
３
年

か
ら
、
江
東
区
で
リ
サ
ー
チ
に
も
と
づ
い
て
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
ま
す
。
モ
チ
ー
フ
は
吸
血
鬼
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
異
物
感
を
も
っ
た
ま
ま
地
域
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
で
き
る
の
か
と
考
え
た
結
果
で
す
。

　
い
わ
ゆ
る
吸
血
鬼
モ
ノ
に
は
２
種
類
あ
り
、

ひ
と
つ
は
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
モ

ン
ス
タ
ー
。
も
う
ひ
と
つ
は
種
族
と
し
て
の
吸

血
鬼
が
、
ひ
っ
そ
り
と
ま
ち
へ
移
り
住
ん
で
く

る
話
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
後
者
の
タ
イ
プ
で
、

静
か
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
吸
血
鬼
は
、
血

を
吸
う
か
わ
り
に
〈
土
地
の
記
憶
〉
を
吸
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
か
ら
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
が
ま
ち
の
情

報
や
言
葉
を
集
め
、
２
０
１
４
年
の
３
月
に
は

そ
れ
を
も
と
に
ダ
ン
ス
公
演
と
、
展
示
お
よ
び

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

来
る
２

０
１
５
年
３
月
に
は
「
シ
ー
ズ
ン
２
」
と
題
し
、

散
歩
型
と
劇
場
型
の
２
種
類
の
公
演
を
お
こ
な

い
ま
す
。 

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
少
な
く
と
も
２
０
２

０
年
ま
で
続
け
る
計
画
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
変
貌
し
て
い
く

ま
ち
の
記
憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
も
な
る
は
ず
で

す
。
目
撃
者
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
吸
血
鬼
と
い
え
ば
ド
ラ
キ
ュ
ラ
。
黒
い
マ
ン
ト
。

蒼
ざ
め
た
顔
。
口
を
あ
け
る
と
鋭
い
牙
が
二
本
、

そ
れ
を
美
女
の
首
す
じ
に
突
き
立
て
て…

…

。

こ
の
有
名
な
モ
ン
ス
タ
ー
の
名
前
と
典
型
的
な

イ
メ
ー
ジ
は
案
外
新
し
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

作
家
ブ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー
の
小
説
『
ド
ラ
キ
ュ

ラ
』（
１
８
９
７
年
）
と
と
も
に
誕
生
し
た
。
こ

の
小
説
の
吸
血
鬼
〝
ド
ラ
キ
ュ
ラ
〞
は
、
ト
ラ

ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
（
ル
ー
マ
ニ
ア
の
地
方
）
の

古
城
に
居
を
構
え
る
伯
爵
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
の

弁
理
士
が
そ
こ
を
訪
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
物
語
は

始
ま
る
。

　
ス
ト
ー
カ
ー
は
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
の
モ
デ
ル

に
実
在
の
人
物
を
利
用
し
て
い
る
。ヴ
ラ
ド
・

ツ
ェ
ペ
シ
ュ
（
別
名
ド
ラ
キ
ュ
ラ
、
ま
た
は
串

刺
公
、
１
４
３
１
〜
１
４
７
６
年
）
と
い
う
、

ワ
ラ
キ
ア
（
ル
ー
マ
ニ
ア
の
地
方
）
の
支
配
者

で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
侵
略

か
ら
祖
国
を
守
る
た
め
戦
っ
た
英
雄
で
も
あ
っ

た
が
、
敵
兵
の
み
な
ら
ず
臣
民
を
も
串
刺
に
し

て
恐
れ
ら
れ
、
本
人
の
死
後
も
死
体
が
消
え
る

な
ど
、
不
吉
な
伝
説
を
生
ん
だ
。
だ
が
こ
の
人

物
に
は
、
血
を
吸
う
伝
説
は
な
い
。
別
の
と
こ

ろ
に
由
来
す
る
吸
血
鬼
の
モ
チ
ー
フ
を
、
こ
の

暴
君
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
た
の
が
、
作
家

ス
ト
ー
カ
ー
の
発
明
だ
っ
た
。

　
で
は
吸
血
鬼
の
モ
チ
ー
フ
は
ど
こ
か
ら
来
た

の
だ
ろ
う
。
直
接
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
に
先
立
つ

小
説
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
と
同
じ
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
作
家
レ
・
フ
ァ
ニ
ュ
が
女
吸
血
鬼
を
描
い

た
『
吸
血
鬼
カ
ミ
ー
ラ
』（
１
８
７
２
年
）
が
有

ビ
ニ
が
で
き
た
か
ら
ま
だ
ね
。
た
だ
飲
み

屋
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
あ
る
く
ら
い
で
さ
。

な
ん
に
も
な
い
の
よ
ね
。〈
Ｔ
さ
ん
〉

こ
こ
は
も
う
最
高
。
ど
こ
で
も
住
め
ば
都

な
ん
だ
け
ど
ね
。〈
Ｒ
さ
ん
〉

こ
の
団
地
に
住
ん
で
い
る
ん
で
す
。
本
当

に
こ
こ
は
な
ん
の
特
徴
も
な
い
か
な
。
歴

史
が
な
い
か
ら
。
こ
の
盆
地
は
、
私
た
ち

が
若
い
と
き
に
で
き
た
ん
だ
け
ど
ね
、
こ

の
団
地
は
す
ご
い
有
名
で
ね
、
大
型
団
地
。

で
も
こ
れ
し
か
な
か
っ
た
。
駅
も
な
い
し
。

開
発
さ
れ
た
ん
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。
団
地

の
中
で
住
み
や
す
い
か
っ
て
い
っ
た
ら
そ

う
で
も
な
い
し
、
何
％
か
で
い
っ
た
ら
住

み
や
す
さ
40
％
っ
て
感
じ
か
な
。
住
み
に

く
さ
の
ほ
う
が
ち
ゃ
ん
と
言
え
る
。
例
え

ば
音
ね
。
響
く
か
ら
文
句
、
下
か
ら
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。
い
い
と
こ
で
い
っ
た
ら

気
が
楽
っ
て
こ
と
。〈
Ｎ
さ
ん
〉

住
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
私
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
転
々
と
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
子

育
て
す
る
な
ら
こ
の
辺
は
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ね
。
江
東
区
っ
て
言
う
と
豊
洲

と
か
湾
岸
の
方
が
人
気
が
あ
る
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
こ
っ
ち
の
方
が
下
町
っ
ぽ
い
し
、

物
価
も
安
い
し
。
こ
の
辺
で
買
い
物
す
る

と
す
ご
く
安
く
て
び
っ
く
り
し
ま
す
よ
。

え
ー
こ
ん
な
に
安
い
の
っ
て
。
子
育
て
も

し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
人
通
り
も
多
い

し
、
い
い
と
思
い
ま
す
。〈
Ｍ
Ｍ
さ
ん
〉

（
な
る
ほ
ど
移
り
住
む
に
は
よ
さ
そ
う
だ
）

・
・

・
・
・
・
・

昔
こ
の
あ
た
り
、
材
木
屋
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
素
木
用
の
池
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
こ
の
辺
の
人
は
当
然
知
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
そ
の
池
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
か
ら
、
こ
ん
な
公
園
に
な
っ
た
。
全
部

新
木
場
に
移
動
し
ち
ゃ
っ
た
か
ら
。
そ
れ

で
、
逆
に
人
が
住
む
場
所
も
増
え
た
か
ら
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
増
え
ち
ゃ
っ

て
、
人
が
い
っ
ぱ
い
。
山
の
手
の
方
か
ら

引
っ
越
し
て
き
た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
族
の
ひ

と
た
ち
と
か
。
か
な
り
多
い
で
す
よ
。
物

価
が
安
い
か
ら
。
東
京
都
内
で
は
、
江
戸

川
と
荒
川
に
次
い
で
、
安
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
。〈
Ｂ
さ
ん
〉

会
社
が
や
め
ち
ゃ
っ
た
り
さ
、
立
ち
退
い

た
ん
で
こ
う
や
っ
て
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン

シ
ョ
ン
が
出
来
た
り
。
い
ま
も
向
こ
う
に

作
っ
て
ま
す
よ
ね
、
信
号
の
右
っ
か
わ
に
。

だ
か
ら
だ
い
ぶ
変
わ
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
よ

ね
。
住
ま
い
っ
て
い
う
か
、
要
す
る
に
ワ

ン
ル
ー
ム
だ
か
ら
、
出
て
く
人
も
あ
っ
た

り
ね
、
入
っ
た
り
、
全
然
地
域
に
知
ら
な

い
人
、
要
す
る
に
ひ
と
り
で
住
ん
で
る
と

か
ね
、
単
身
赴
任
な
ん
か
も
ね
。
昔
み
た

く
下
町
ら
し
さ
は
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
ぱ
り

な
く
な
っ
て
ま
す
。〈
Ｍ
さ
ん
〉

で
も
こ
こ
い
ら
は
住
み
や
す
く
て
い
い
で

す
ね
。
う
ん
、
便
利
、
便
利
。
ど
こ
行
く

に
も
便
利
だ
し
、
バ
ス
も
通
っ
て
る
し
。

で
、
夜
に
な
る
と
ね
、
う
ち
な
ん
か
は
１

本
こ
っ
ち
来
ち
ゃ
う
か
ら
意
外
と
静
か
な

の
よ
。
人
通
り
が
も
う
あ
ん
ま
り
。
そ
れ

で
も
う
商
店
街
が
な
い
か
ら
、
い
ま
コ
ン

名
だ
。
そ
れ
以
前
、
広
く
文
学
や
芸
術
に
現
れ

て
く
る
の
は
18
世
紀
あ
た
り
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
吸
血
鬼
の
伝
説
は
、
東
欧
や
バ
ル

カ
ン
諸
国
に
由
来
す
る
よ
う
だ
。
吸
血
鬼
を
表

す
言
葉
〝
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア vam

pire 

〞
は
ス
ラ

ヴ
語
源
と
さ
れ
、
18
世
紀
に
な
っ
て
英
語
に
入
っ

て
き
た
。
も
と
も
と
民
間
伝
承
の
な
か
で
は
甦

る
死
体
、
屍
鬼
、
不
死
者
で
あ
る
。
古
来
か
ら

の
信
仰
の
な
か
で
、
死
体
（
の
再
生
）
を
恐
れ
、

そ
の
一
方
、
生
命
の
象
徴
と
し
て
血
を
尊
ぶ
考

え
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
か
た
や
、
い
ま
知
ら
れ
て
い
る
吸
血
鬼
の
特

徴
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
昼
は
眠
り
、
夜
に
活

動
す
る
。
鏡
に
映
ら
な
い
。
霧
や
蒸
気
に
姿
を

変
え
る
。
血
を
吸
わ
れ
た
者
も
ま
た
吸
血
鬼
に

な
る
。
太
陽
、
十
字
架
、
ニ
ン
ニ
ク
に
弱
く
、

退
治
す
る
に
は
胸
に
杭
を
打
ち
込
ま
ね
ば
な
ら

な
い…

…

。
こ
う
し
た
特
徴
の
ほ
と
ん
ど
は
、

文
学
や
映
画
を
通
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
民
話
の
な
か
の
吸
血
鬼
は
必
ず
し
も
女
性

ば
か
り
を
狙
う
わ
け
で
は
な
い
し
、
昼
間
も
平

然
と
歩
き
ま
わ
る
の
だ
。

20
世
紀
に
入
る
と
、
映
画
産
業
の
発
展
と
も

相
ま
っ
て
吸
血
鬼
は
人
気
の
怪
物
と
な
っ
た
が
、

も
う
一
度
重
要
な
転
機
が
訪
れ
る
。
ア
メ
リ
カ

の
ホ
ラ
ー
作
家
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ
の
小

説
『
呪
わ
れ
た
町
』（
１
９
７
５
年
）
で
あ
る
。

キ
ン
グ
は
こ
の
小
説
で
、
吸
血
鬼
の
さ
ま
ざ
ま

な
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
吸
血
鬼
が
ア
メ
リ

カ
の
片
田
舎
の
町
へ
移
り
住
ん
で
く
る
物
語
を

生
み
出
し
た
。

　
思
い
返
せ
ば
ス
ト
ー
カ
ー
の
小
説
で
も
、
ド

ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
移
住
を
計
画

し
て
お
り
、
ロ
ン
ド
ン
に
屋
敷
を
買
う
手
続
の

た
め
に
弁
理
士
を
呼
ん
だ
の
だ
。
キ
ン
グ
は
こ

れ
を
裏
返
し
、
吸
血
鬼
（
も
は
や
ド
ラ
キ
ュ
ラ

伯
爵
で
は
な
い
）
が
移
り
住
ん
で
く
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
側
か
ら
、
群
像
劇
と
し
て
物
語
を
描

い
て
い
っ
た
。
こ
の
視
点
の
転
換
は
重
要
で
あ
る
。

吸
血
鬼
を
退
治
に
行
く
の
で
は
な
い
。
彼
ら
が

や
っ
て
く
る
の
だ
。

　
ド
ラ
キ
ュ
ラ
ば
か
り
が
吸
血
鬼
で
は
な
い
。

20
世
紀
の
後
半
に
は
、
む
し
ろ
種
族
と
し
て
の

吸
血
鬼
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
映
画
や
小
説
が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
こ
に
あ

る
の
は
、
異
種
族
へ
の
恐
れ
と
興
味
、
永
遠
の

若
さ
や
不
死
・
不
滅
へ
の
あ
こ
が
れ
と
苦
し
み

だ
ろ
う
。
日
本
で
も
萩
尾
望
都
の
漫
画
『
ポ
ー

の
一
族
』
が
有
名
な
吸
血
鬼
物
で
あ
る
し
、
最

近
で
は
小
野
不
由
美
の
長
編
小
説
『
屍
鬼
』
が

人
気
を
博
し
た
。『
屍
鬼
』
は
キ
ン
グ
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
現
代
日
本
に
移
し
か
え
た
も
の
で
、

あ
る
村
へ
ひ
そ
か
に
移
住
し
て
く
る
吸
血
鬼
た

ち
の
物
語
で
あ
る
。

吸 血 鬼

の 歴 史

土
地
の
記
憶
を
吸
う

吸
血
鬼
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト―

―

「
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」

地
元

の
声

「ザ・ワールド」がモチーフにしている吸血鬼。

予備知識としてその歴史をふりかえってみましょう。

移
住
の
参
考
に

話
を
き
い
て

み
ま
し
た
。

　
大
橋
可
也
＆
ダ
ン
サ
ー
ズ
は
、
２
０
１
３
年

か
ら
、
江
東
区
で
リ
サ
ー
チ
に
も
と
づ
い
て
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
ま
す
。
モ
チ
ー
フ
は
吸
血
鬼
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
異
物
感
を
も
っ
た
ま
ま
地
域
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

化
で
き
る
の
か
と
考
え
た
結
果
で
す
。

　
い
わ
ゆ
る
吸
血
鬼
モ
ノ
に
は
２
種
類
あ
り
、

ひ
と
つ
は
ド
ラ
キ
ュ
ラ
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
モ

ン
ス
タ
ー
。
も
う
ひ
と
つ
は
種
族
と
し
て
の
吸

血
鬼
が
、
ひ
っ
そ
り
と
ま
ち
へ
移
り
住
ん
で
く

る
話
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
後
者
の
タ
イ
プ
で
、

静
か
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
の
吸
血
鬼
は
、
血

を
吸
う
か
わ
り
に
〈
土
地
の
記
憶
〉
を
吸
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
か
ら
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
が
ま
ち
の
情

報
や
言
葉
を
集
め
、
２
０
１
４
年
の
３
月
に
は

そ
れ
を
も
と
に
ダ
ン
ス
公
演
と
、
展
示
お
よ
び

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
来
る
２

０
１
５
年
３
月
に
は
「
シ
ー
ズ
ン
２
」
と
題
し
、

散
歩
型
と
劇
場
型
の
２
種
類
の
公
演
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
少
な
く
と
も
２
０
２

０
年
ま
で
続
け
る
計
画
で
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
向
け
変
貌
し
て
い
く

ま
ち
の
記
憶
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
も
な
る
は
ず
で

す
。
目
撃
者
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
吸
血
鬼
と
い
え
ば
ド
ラ
キ
ュ
ラ
。
黒
い
マ
ン
ト
。

蒼
ざ
め
た
顔
。
口
を
あ
け
る
と
鋭
い
牙
が
二
本
、

そ
れ
を
美
女
の
首
す
じ
に
突
き
立
て
て…

…

。

こ
の
有
名
な
モ
ン
ス
タ
ー
の
名
前
と
典
型
的
な

イ
メ
ー
ジ
は
案
外
新
し
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の

作
家
ブ
ラ
ム
・
ス
ト
ー
カ
ー
の
小
説
『
ド
ラ
キ
ュ

ラ
』（
１
８
９
７
年
）
と
と
も
に
誕
生
し
た
。
こ

の
小
説
の
吸
血
鬼
〝
ド
ラ
キ
ュ
ラ
〞
は
、
ト
ラ

ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
（
ル
ー
マ
ニ
ア
の
地
方
）
の

古
城
に
居
を
構
え
る
伯
爵
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
の

弁
理
士
が
そ
こ
を
訪
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
物
語
は

始
ま
る
。

　
ス
ト
ー
カ
ー
は
ド
ラ
キ
ュ
ラ
伯
爵
の
モ
デ
ル

に
実
在
の
人
物
を
利
用
し
て
い
る
。ヴ
ラ
ド
・

ツ
ェ
ペ
シ
ュ
（
別
名
ド
ラ
キ
ュ
ラ
、
ま
た
は
串

刺
公
、
１
４
３
１
〜
１
４
７
６
年
）
と
い
う
、

ワ
ラ
キ
ア
（
ル
ー
マ
ニ
ア
の
地
方
）
の
支
配
者

で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
侵
略

か
ら
祖
国
を
守
る
た
め
戦
っ
た
英
雄
で
も
あ
っ

た
が
、
敵
兵
の
み
な
ら
ず
臣
民
を
も
串
刺
に
し

て
恐
れ
ら
れ
、
本
人
の
死
後
も
死
体
が
消
え
る

な
ど
、
不
吉
な
伝
説
を
生
ん
だ
。
だ
が
こ
の
人

物
に
は
、
血
を
吸
う
伝
説
は
な
い
。
別
の
と
こ

ろ
に
由
来
す
る
吸
血
鬼
の
モ
チ
ー
フ
を
、
こ
の

暴
君
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
た
の
が
、
作
家

ス
ト
ー
カ
ー
の
発
明
だ
っ
た
。

　
で
は
吸
血
鬼
の
モ
チ
ー
フ
は
ど
こ
か
ら
来
た

の
だ
ろ
う
。
直
接
『
ド
ラ
キ
ュ
ラ
』
に
先
立
つ

小
説
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
と
同
じ
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
の
作
家
レ
・
フ
ァ
ニ
ュ
が
女
吸
血
鬼
を
描
い

た
『
吸
血
鬼
カ
ミ
ー
ラ
』（
１
８
７
２
年
）
が
有

ビ
ニ
が
で
き
た
か
ら
ま
だ
ね
。
た
だ
飲
み

屋
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と
あ
る
く
ら
い
で
さ
。

な
ん
に
も
な
い
の
よ
ね
。〈
Ｔ
さ
ん
〉

こ
こ
は
も
う
最
高
。
ど
こ
で
も
住
め
ば
都

な
ん
だ
け
ど
ね
。〈
Ｒ
さ
ん
〉

こ
の
団
地
に
住
ん
で
い
る
ん
で
す
。
本
当

に
こ
こ
は
な
ん
の
特
徴
も
な
い
か
な
。
歴

史
が
な
い
か
ら
。
こ
の
盆
地
は
、
私
た
ち

が
若
い
と
き
に
で
き
た
ん
だ
け
ど
ね
、
こ

の
団
地
は
す
ご
い
有
名
で
ね
、
大
型
団
地
。

で
も
こ
れ
し
か
な
か
っ
た
。
駅
も
な
い
し
。

開
発
さ
れ
た
ん
で
し
ょ
う
け
ど
ね
。
団
地

の
中
で
住
み
や
す
い
か
っ
て
い
っ
た
ら
そ

う
で
も
な
い
し
、
何
％
か
で
い
っ
た
ら
住

み
や
す
さ
40
％
っ
て
感
じ
か
な
。
住
み
に

く
さ
の
ほ
う
が
ち
ゃ
ん
と
言
え
る
。
例
え

ば
音
ね
。
響
く
か
ら
文
句
、
下
か
ら
、

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。
い
い
と
こ
で
い
っ
た
ら

気
が
楽
っ
て
こ
と
。〈
Ｎ
さ
ん
〉

住
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
私
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
転
々
と
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
子

育
て
す
る
な
ら
こ
の
辺
は
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
で
す
か
ね
。
江
東
区
っ
て
言
う
と
豊
洲

と
か
湾
岸
の
方
が
人
気
が
あ
る
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
こ
っ
ち
の
方
が
下
町
っ
ぽ
い
し
、

物
価
も
安
い
し
。
こ
の
辺
で
買
い
物
す
る

と
す
ご
く
安
く
て
び
っ
く
り
し
ま
す
よ
。

え
ー
こ
ん
な
に
安
い
の
っ
て
。
子
育
て
も

し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
人
通
り
も
多
い

し
、
い
い
と
思
い
ま
す
。〈
Ｍ
Ｍ
さ
ん
〉

（
な
る
ほ
ど
移
り
住
む
に
は
よ
さ
そ
う
だ
）


